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東京都

市町村総合体育大会
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プログラム

■ 開 催 日 令和５年７月３０日（日）

■ 開 始 式 午前９時３０分

■ 競 技 開 始 午前１０時００分

■ 会 場 福生市中央体育館

■ 主 管 特定非営利活動法人福生市体育協会・福生市剣道連盟

イラスト 





ごあいさつ  

 

東京都市町村総合体育大会会長  

東京都市町村体育協会連合会  

会 長  吉 原   修 

 

 第５５回東京都市町村総合体育大会が青梅市を幹事市として福生市、羽村市、あきる

野市、瑞穂町、日の出町、檜原村、奥多摩町の第二ブロックに於いて開催され、それぞ

れの開催都市に多摩地域全市町村から１４競技２２種目に４，１９１名の代表選手、役員

を迎え盛大に開催されますことは、誠に喜ばしい次第でございます。 

 本大会は東京多摩という共通する地域社会にあって、東京都をはじめ東京都市長会、

東京都町村会などの関係諸機関、諸団体のあたたかいご理解とご指導に支えられながら、

広く東京多摩都民の間にスポーツを普及し、健康で明るい生活を営むための一助になる

ようにスポーツの一大イベントとして開催するもので、実施にあたりご努力を頂きました関

係者の皆様に心から厚く御礼を申しあげる次第です。 

 ご案内のとおり、長きに渡り当連合会の会長を務められました小島前会長が、昨年１０

月にまた石川前会長が本年４月に逝去されました。お二人は「誰もが好きな時に好きなス

ポーツができる環境を整備することが大事である」とのお考えのもと、本大会を始め各種

事業を推進されてこられたことから、私もお二人の功績や取組みを踏まえて一層の組織

の充実・強化に努めてまいります。 

 連合会におきましても、参加選手の皆様としっかり連携し、ガバナンス強化はもちろんの

ことウィズコロナと呼ばれる時代を反映しつつ、大会の成功を目指してまいりたいと存じま

す。 

 むすびに、本大会開催のため諸準備にあたられた第２ブロックの市ご当局と各体育・ス

ポーツ協会を始め関係機関の皆様に改めまして心から謝意を表してあいさつといたしま

す。
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歓迎のあいさつ

福生市長 加 藤 育 男

第 回東京都市町村総合体育大会が、第２ブロックにおいて盛大に開催され

ますことを心よりお慶び申し上げるとともに、多くの選手や役員の皆様にお越し

いただくことを心より歓迎申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツを取り巻く環境は大きく変

化しました。この間、福生市では、感染リスクを恐れて実施しないこととはせ

ず、感染対策を万全にして生涯スポーツを推進してまいりました。コロナ禍を乗

り越え、今年度も感染対策を万全にしつつ、スポーツの振興に取り組んでまいり

ます。本大会開催に当たり、福生市では、剣道・弓道の２競技を主管させていた

だきます。選手の皆様に、各競技で日頃の成果を存分に発揮していただけるよ

う、万全の環境を整えてお迎えしたいと存じます。

令和６年には「パリ オリンピック・パラリンピック競技大会」が開催さ

れ、続く令和７年には、聴覚障害者の国際スポーツ大会「デフリンピック」が東

京で開催されます。この機会を好機として捉え、国籍や障害の有無等に関わらず

スポーツを楽しむことができる共生社会の実現を私たちも目指してまいりましょ

う。競技を通じて親睦を深め、多摩地域の交流を図ること、スポーツに親しみ、

健康で明るく豊かな生活が送れるよう願っております。

さて、福生市では７月８日・９日に４年ぶりとなる「第 回福生七夕まつ

り」を開催いたします。大会関係者の皆様には、競技終了後、市へお立ち寄りい

ただければ幸いです。

結びに、本大会に参加されます選手の皆様の御健闘と大会関係者及び関係諸団

体の皆様方の御活躍と、本大会のますますの御発展を祈念申し上げまして歓迎の

挨拶とさせていただきます。
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歓迎のあいさつ  

特定非営利活動法人福生市体育協会

会 長 村 木 修

第 回東京都市町村総合体育大会が、多摩地域の各市町村から選手役員の皆

様をお迎えして第２ブロックの西多摩地域で開催できますことを感謝申し上げま

すとともに、まだコロナ禍の一部制限がある中、スポーツが出来ることに喜びを

感じつつ心から歓迎申し上げます。

福生市では、剣道、弓道の競技を主管させて頂きますが、そのうち弓道につい

ては昭島市に会場提供のご協力を頂き実施いたします。

また、軟式野球につきましては一部、実施主管として会場提供させていただき

ます。

第２ブロックの西多摩地域は自然環境に恵まれた地域であり、選手の皆様が各

競技で日頃鍛えた技と力を思う存分に発揮されるとともに、市町村間の親睦と交

流が一層深められますよう期待すると同時に、心が癒されるような環境に整え

て、お迎えしたいと思っております。

結びに、本大会に参加されます選手の皆様のご健闘と大会関係者並びに関係諸

団体の皆様方のご活躍と本大会の益々の発展をご祈念申し上げまして歓迎の挨拶

といたします。
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競 技 役 員 
競技会名誉会長 加 藤 育 男  
競 技 会 会 長  村木 修 
競技会副会長  鈴木 進 
競 技 委 員 長  須田 和也 
競技副委員長  緑 川 満   
審 判 長  坂本 正秋 
審 判 員  ＜第 一 会 場＞ ＜第 二 会 場＞ ＜第 三 会 場＞ 
◎は審判主任  ◎岩瀬 勝彦 ◎仲 博史 ◎荒木 卓也 
   畑中 重夫  伊藤 純 宮崎 渉 
   藤田 洋一  宮岡 宏幸 津﨑 茂 
   平野 勝志  水戸井孝夫 柴田 直規 
   但馬 淳仁   神崎 力 中谷 明子 
   髙橋新之介  永野 修平 増田 和昭 
   大津 正裕 小瀬 雄三 金子 一葉 

藤井 寛治  岸野 享司  
 
総 務 係  坂本 昌己  星野 幸代 井上 裕美  
             
       

 
医師・看護師  三枝 貴子    
会 場 主 任  半 澤 友 彦  神田 士郎 廻立 重樹  
記 録 係  澤田 朋花 田中 陽翔 今西 結愛

野家 湊 富岡 将貴 髙橋 咲心 
時 計 係  澤田 颯真  小林 陽 小笠原豪士 

小林 千寿 井出上結亜 大和田 駿 
掲 示 係  小林 剛  清水 海人 斎藤 和紀 

城﨑 武士 竹原 力 田中 秀昭 
選 手 係  小林恵里香  小林 裕美 大和田千鶴 

美浦 佳子 澤田 陽子 六車 春香 
庶 務 係  髙 﨑 道 子    
受 付     
接 待 係   清水 暁代  斎藤由紀子  

 
駐 車 場 係  竹 原 光 一  清 髙 啓 介 荒 井 俊 行 
   川 添 智 史  加 藤 孝 佳 緑 川 晃 二 
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剣  道  競  技 （男子・女子） 

日 時 令和５年７月３０日 日  
受付開始 午前 ９時００分 
開 始 式 午前 ９時３０分 
競技開始 午前１０時００分 

会 場 福生市中央体育館 
福生市北田園２－９－１ 
ＴＥＬ：０４２－５５２－５５１１ 

主 管 特定非営利活動法人福生市体育協会・福生市剣道連盟 

競 技 種 目 男子団体戦、女子団体戦 

チーム編成  （１）男子団体戦 
監督１名、選手５名、計６名 
大将 六段以下 年齢制限なし 
副将 六段以下 年齢制限なし 
中堅 六段以下 年齢制限なし 
次鋒 六段以下 年齢制限なし 
先鋒 六段以下 年齢制限なし 

（２）女子団体戦 
監督１名、選手３名、計４名 
大将 段位・年齢制限なし 
中堅 段位・年齢制限なし 
先鋒 段位・年齢制限なし 

競 技 規 定 （公財）全日本剣道連盟 剣道試合・審判規則及び剣道試合・審判細則

により行う。 

競 技 方 法  （１）試合はトーナメント戦で行う（３位決定戦は行わない）。 
（２）試合時間は、男子４分、女子３分とし、時間内に勝負が決しない

ときは、引き分けとする。 
（３）試合は３本勝負で行う。 
（４）チームの勝負は、勝者数の多いチームを勝ちとする。勝者数が同

数のときは、取得本数の多いチームを勝ちとする。勝者数、取得

本数ともに同数のときは、代表戦によって勝負を決定する。 
（５）代表戦の試合は、１本勝負とし、勝負の決するまで行う。  

参 加 資 格  （１）同一事業所からの出場は、１チーム２名以内とする。  
（２）警察官、刑務官、消防士、教員の出場は、１チーム２名以内とす

る。 

審 判 員 各参加団体より審判経験のある六段以上６５歳未満の審判員１名を

派遣する。 
なお、謝礼は東京都市町村総合体育大会予算編成基準による。  
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参 加 申 込 大会実施要項参照 

選 手 変 更 申込後、事故等が生じ出場不可能となった場合の選手の変更は、体育・

スポーツ協会会長の職印のある公文書により、大会当日の受付時まで

に届け出た交替員に限り認める。ただし、出場オーダーの変更は認め

ない。 

表 彰 大会実施要項参照 

注 意 事 項  （１）組合せは主管団体が行い、監督会議は行わない。 
（２）参加選手は、大垂の中央に布製名札を付けること。 
（３）名札は、黒地に白書き、又は白地に黒書きとし、市町村名を上部

に横書きにし、その下に姓を縦書きにして、各チームで統一する

こと。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（４）昼食時間は、当日別途指示する。

（５）ゴミ等は各自の責任で持ち帰ること。

（６）体育館施設、敷地内禁煙。

（７）本大会出場選手用の車は、福生市中央体育館駐車場（無料）に駐

車してください。１市町村２台分までの駐車スペース（駐車証は

事前配付）を用意いたしますが、これを超える台数の駐車は固く

お断りします。公共交通機関を利用してください。

問 合 せ 先 福生市剣道連盟 緑川 満

ＴＥＬ：０４２－５１３－７８７６

 

市町村名

姓
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７月３０日（日）剣道競技（男子・女子）会場

福生市中央体育館
福生市北田園 ℡

交通機関等

ＪＲ青梅線「福生駅西口」、または「牛浜駅西口」下車

いずれも徒歩約２０分
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出場選手名簿（男子）

1 調布市 2 国分寺市 3 東久留米市

監督 井上　直樹 教七 監督 板之坂　和洋 錬七 監督 西村　徹 教七

先 大平　光輝 四 先 新名　敬介 五 先 青木　太一 三

次 久慈　陽裕 四 次 新名　太一 五 次 猪俣　慎吾 五

中 木村　理 六 中 福田　宇哲 五 中 鎌田　聡介 五

副 富宇加　健 六 副 下野　勝也 五 副 島嵜　貞雄 五

大 太田　桂 四 大 村上　寛 四 大 守田　陽明 五

4 あきる野市 5 国立市 6 羽村市

監督 志村　雅美 錬七 監督 佐尾山　晴久 教七 監督 川上　彰 錬六

先 大越　充悟 三 先 高橋　光司 四 先 小山　直樹 六

次 瀬沼　優樹 五 次 中西　新 五 次 長野　一輝 四

中 小野間　弘 六 中 中村　弦樹 五 中 二ッ森　飛鳥 四

副 榎本　貴志 六 副 西井　清隆 五 副 松田　隼人 五

大 中澤　紀之 六 大 小澤　彰 五 大 神林　彰 四

7 東大和市 8 八王子市 9 三鷹市

監督 吉田　公一 錬七 監督 熊谷　敬男 六 監督 和久田　聖 錬七

先 中村　颯汰 四 先 牟礼　貴幸 三 先 松田　燎 三

次 鈴木　祥弘 五 次 安田　大将 五 次 関谷　優太 五

中 松田　純輝 四 中 相馬　和成 六 中 青木　翔威 四

副 佐藤　裕之 四 副 熊谷　敬男 六 副 鈴木　太郎 四

大 吉田　悠太郎 四 大 岡田　智治 六 大 関口　武男 六

10 稲城市 11 青梅市 12 武蔵野市

監督 島田　順二 六 監督 益田　匠 教七 監督 露木　幹也 教七

先 小松　弘樹 四 先 田中　伸弥 四 先 石井　健太 五

次 髙村　悠貴 四 次 金丸　圭介 四 次 大槻　真勇 六

中 麻生　周馬 五 中 佐藤　秀希 四 中 畑邊　稔 六

副 柳館　均 五 副 髙橋　洸太 四 副 小林　哲平 四

大 越間　翔太 六 大 仙石　智也 五 大 公文　健人 五
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出場選手名簿（男子）

13 立川市 14 清瀬市 15 町田市

監督 濱﨑　浩義 錬七 監督 小林　勝彦 錬六 監督 石川　深雪 四

先 大原　泰宏 四 先 岸田　敦 三 先 小泉　拓未 三

次 倉光　球 三 次 川合　一誠 五 次 清水　隆佑 四

中 北村　凌大 二 中 村上　貴将 五 中 後藤　大輔 五

副 井戸　功誠 四 副 本橋　和也 五 副 入谷　浩基 四

大 末岡　映二 四 大 鈴木　啓祐 六 大 中地　真一 五

16 東村山市 17 小平市 18 府中市

監督 船谷　直之 教七 監督 白須　知 教七 監督 井上　智明 錬七

先 先 清水　光太郎 三 先 服部　亮太 五

次 木村　茂雄 五 次 松本　航季 四 次 浅田　修平 四

中 山崎　智裕 五 中 大久保　一太 五 中 福島　拓利 錬六

副 酒井　政輝 五 副 元木　亮介 五 副 角田　拓郎 四

大 小髙　数真 錬六 大 田部井　永 六 大 吉賀　大道 六

19 西東京市 20 多摩市 21 昭島市

監督 滝沢　宏行 教七 監督 保澤　厚仁 五 監督 近藤　泰 錬七

先 丸田　拓紀 四 先 長野　和生 四 先 田中　佑樹 三

次 米山　哲弘 四 次 石井　亮太 四 次 伊藤　哲也 四

中 尾崎　起也 四 中 古川　圭太 五 中 荒木　健瑠 四

副 吉崎　仁 三 副 村冨　聖気 五 副 早坂　紘旗 五

大 下宮　一晃 六 大 斉藤　達哉 六 大 神保　雄 六

22 武蔵村山市 23 日野市

監督 安彦　大翼 五 監督 鶴蒔　友信 教七

先 川嶋　健也 四 先 楠本　晃太 四

次 武長　徹 五 次 瀬川　剛 五

中 木村　修一 五 中 栗原　宰 三

副 安彦　大翼 五 副 岡村　剣宗 五

大 高橋　雄一郎 六 大 大野　達哉 六
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出場選手名簿（女子）

1 青梅市 2 三鷹市 3 八王子市

監督 青木　辰也 教七 監督 武井　香 教七 監督 松本　由起子 教七

先 加藤　亜紀 二 先 川野　真由美 四 先 清水　飛鳥 四

中 原島　愛美 五 中 星　睦 六 中 清水　涼 三

大 青木　鈴佳 四 大 井上　祐子 五 大 松本　由起子 七

4 東大和市 5 小平市 6 あきる野市

監督 熊崎　寿 教七 監督 鹿島　幸宏 錬七 監督 新間　芳子 錬七

先 板橋　忍 三 先 池田　萌 五 先 櫻澤　ひかる 五

中 和田　美夕紀 三 中 小野　まりな 四 中 米澤　梓 三

大 山口　亜沙美 四 大 本多　華子 五 大 澤井　絵美 七

7 多摩市 8 国分寺市 9 清瀬市

監督 井口　一郎 教七 監督 浦井　陽子 錬六 監督 打味　一範 錬六

先 牧野　愛 四 先 神崎　睦 五 先 佐藤　睦美 二

中 鈴木　有希 七 中 桐山　美里 四 中 佐藤　真紀 二

大 矢野　昌子 七 大 二宮　恭子 五 大 山本　彩夏 五

10 町田市 11 武蔵野市 12 東村山市

監督 石川　深雪 四 監督 露木　幹也 教七 監督 船谷　幸子 錬七

先 入谷　愛美 三 先 内田　美里 五 先

中 小林　朱里 三 中 新海　直美 五 中 木村　純子 五

大 濱中　明代 錬七 大 大野　真帆 五 大 片江　由美 六

13 府中市 14 西東京市 15 東久留米市

監督 日暮　雄一 教七 監督 滝沢　宏行 教七 監督 西村　　徹 錬七

先 永井　明 三 先 羽山　和花 三 先 出原　郁枝 五

中 浅田　智美 五 中 長谷川　理恵 四 中 鎌田　由美子 六

大 秋田　静香 六 大 白戸　円 四 大 大谷　純 六

16 日野市

監督 石上　強 教七

先 北原　絵里子 七

中 石上　紀子 七

大 𠮷𠮷田　真悠 三
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